
N o . 2 5 6 0
富士を眺めに笹原の頂へ
竜 ヶ 岳
実施日 ２０１２年４月１日（日）
天 候 晴れ
リーダー 遠井 謙策（代理）
参加者 佐藤金治、福島政幸、石附

智江、渋谷賢寿、渋谷京子、
遠井謙策、石原勝正 計7名

費 用 交通費 鉄道4,000円(ﾌﾘｰｷｯﾌﾟ)
ﾀｸｼｰ2,200円、ﾊﾞｽ1,110円

計 7 ,310円
タイム ｷｬﾝﾌﾟ場(9:34)登山口(9:34)石仏/

∼四阿屋(10:37 10:44)分岐(11:21)
∼竜ヶ岳山頂(11:36 12:16昼食)端

足峠(12:43)自然歩道分岐(13:34)
登山口(14:46－15:10)本栖湖BS

体調を崩す方等が続出、予定より4
名減の7名での山行となった。定刻の8
:43富士急河口湖駅に降り立ち、タク
シー分乗で本栖湖キャンプ場へ向う。
空は青く澄み亘り絶好の登山日和、昨
日の春の嵐が嘘のようだ。

見事な赤松の
林を抜けたとこ
ろにある登山口
からスタート。
いきなりの急登
で戸惑うが皆快
調。所々に霜柱

が見え時折り吹
く風が冷たい。
が、石仏を過ぎ
笹が茂る南面に
出ると、暖かな
春の陽射しで
登山道がぬか
るんでいて若
干歩きにくい。それでもジグザグ上り
の中、大きく裾野を広げた雄大な富士
に励まされ高度を稼いでいく。
それにしても富士は偉大だ魅力的だ。
ついつい見とれ又圧倒されるが気分はル
ンルンいいペースだ。

やがてなだらかで広い竜ヶ岳山頂に着
く。富士は勿論、雪を抱える毛無山を間
近 に、遠
くは 浅 間
山八 ヶ 岳
そし て 北
アル プ ス
も見通せ3
6 0度の大
展望。
風が 吹き
始めた為、じっとしていると結構
寒く、笹の陰に各々場所を見つけ
昼食を取る。
腹が落ち着き富士をバックに集合

写真を取り下山へ。一気に端足峠へ駆
け降りる。何と
いうことでしょ
う？地図ガイド
の半分の時間で
到着してしまい
ました。
その直下凍った

雪があり、慎重に慎重に降りる場面もあ
ったがやがて湖畔へ降り着く。この後
は只管 (ひたすら )バス停に向うだけ
なのだが、健脚揃いのメンバーは車
道と並行する自然歩道を選択、倒木
や風雨で崩れた河川を踏み越えつつ
小さなアップダウンが続く道を元気
に（苦しみなが
ら）歩き通し十
分な満足感でゴ
ールした。
当初リーダー

のアクシデント
で突然の代行と
なったが、参加の皆様の絶大なるご協力
があり、和気藹々楽しく且つ無事に達成
することが出来た。感謝致します。

（記・遠井 謙策）
（写真提供・遠井謙策／石原勝正）


